































の立圃や元隣から近世後期に活躍 た梅室、乙 、奇渕、蕉雨らまで、江戸時代の 壇を縦断している。本書に 、近世前期・中期よりむしろ後期の俳人が積極的に取りあげられている感すらある。特定の時代に偏しない氏の識見を伺うことができるのだ。また、特に人口に膾炙した句は、西鶴の「鯛は花は見ぬ里も有けふの月」ぐらいであることも、本書の特徴といっ い こ は、対象が短冊であるという制約 働いていようが、一方で、既成の俳諧史観に縛られない選句態度 もよっ 。
　俳誌に連載という性格を考慮されたのであろう。短冊の紹介や
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に収載された。この『鶯の昔に』と『梟の声』 二著に加えて本書が刊行 、近世俳人の短冊は一八一句紹介され ことなったわけである。
　「こうした短冊の紹介は、他にはあまり見られないユニークな



































た十九編が収録されている。冒頭の「草 蝶」は、常牧の「草の蝶」の句を紹介、 「俳諧史」からみて 機知や滑稽を主体とした貞門・談林を経た貞享期の「和歌的連歌的な叙情をとり入れ」「景情の句」として、この句を採りあげた、とする。あるいは、轍士の旅姿と旅 目的に触れ、芭蕉のそれとの共通点・相違点指摘した「元禄俳人 旅」の一文も、芭蕉や蕉風中心の視点からは生まれてこないといえよう。
　「蕪村の大黒天」 「リレーエッセー・俳文学者 書斎」の二篇で

















（二〇〇九年一月 　本阿弥書店 　四六判 　三一八頁 　税込二六二五円）




や固まりつつある説に対して堂々と異議を唱える。論を拝見して、目を引くのは、筆蹟の解析力である。これを武器として、メスを入れていく。その手法たるや非常に鮮やかである。筆蹟を判断することは容易ではない。 本書にも述べられていたが、 正に、長年の弛まぬ努力が結実してい こと 感じるとともに、自身も継続的に努力をせねばなるまい いう気にさせられ
　二十の論文と「鶏肋編」として十一の文
















収まる。 「芭蕉と蕪村の秋の暮」は、芭蕉の句とそれを踏まえた 句を照合しその相違点の中に宿る、文芸の真実 説き明かす。掉尾を飾る「かな書きの詩人」は本誌第百二集に初出だが、本書を〈決定稿とする〉とのことである。
　短詩型作品に興味を持つ人々に、広く本
書を薦めたい。（二〇〇九年三月 　ふらんす堂 　四六判 　二四六頁 　税込二六〇〇円）
 〔大城悦子〕
